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  新製品 高速造形対応“金属３Ｄプリンタ” 

「ＬＰＭ３２５」の開発および発売のお知らせ 

 

 

この度弊社では、多様化する金属３Ｄプリンタの要求に対応するため、新製品“金属３Ｄプリンタ” 

「ＬＰＭ３２５」を開発し、２０１８年１１月より発売を開始いたします。 

 

「ＬＰＭ３２５」は、金属粉末の溶融凝固による３Ｄ造形加工と、造形した加工物への基準面加工 

      を 1 台の機械で行う金属３Ｄプリンタのエントリーモデルであり、弊社 金属３Ｄプリンタ製品の 

ラインナップに追加いたします。 

ソディックグループが所有する要素技術により、金属３Ｄプリンタのエントリーモデルとして要求 

      される高速金属３Ｄ造形と基準面加工の複合加工を実現することに成功しました。 

       

本製品は、「第２９回日本国際工作機械見本市（ＪＩＭＴＯＦ２０１８）」（２０１８年１１月１日～

１１月６日：東京ビッグサイト）への出展を予定しています。 

 

 

●開発の経緯と概要 

       弊社は２０１４年１０月より精密金属３Ｄプリンタ「ＯＰＭ２５０Ｌ」を販売してきました。 

ＯＰＭシリーズは、金属粉末を溶融凝固させる精密金属３Ｄ造形から仕上げの切削加工までを完全 

自動で行う、業界初の「ワンストップ・ソリューション」を実現した精密金属３Ｄプリンタの 

ハイエンドモデルです。 

 新製品「ＬＰＭ３２５」は、金属３Ｄ造形と二次加工用の基準面だけを加工する機能に限定するこ

とで、造形速度の大幅向上に成功した、高速金属３Ｄプリンタのエントリーモデルです。 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年７月１９日 
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●「ＬＰＭ３２５」の特長 

１．金属粉末の溶融凝固と、基準面加工を１台の機械で行う複合加工機。 

「ＬＰＭ３２５」は、金属粉末をレーザー光でスキャンすることにより溶融凝固させ、その後、 

基準面加工を行う複合加工機です。 

 

     ２．機電および周辺機器一体構造の省スペース設計 

       コンパクトな基準面加工装置を搭載することで、機電および周辺機器を一体構造とし省スペースを 

実現しました。それにより機械据付期間の短縮と簡略化を可能とし、機械移動を容易にしました。 

 

３．造形速度大幅向上 

造形室内の容積を大幅縮小することに成功し、さらにレーザー加工時に発生するヒューム回収方法 

を最適化することで、高品質での造形速度向上を実現しました。 

 

     ４．造形室内の粉末処理作業改善 

       造形室内での粉末処理の作業改善のために粉末吸引装置を標準搭載しました。 

 

     ５．グローブドア仕様Ｏｐｔｉｏｎ対応 

       造形中に扉を開けなくても粉末処理できるグローブドア仕様を Option対応しました。 

 

     ６．粉末自動供給装置を２種類Ｏｐｔｉｏｎ化 

       粉末自動供給装置（ＭＳＵ）と粉末自動供給自動排出装置（ＭＲＳ）の２種類を選択できるように 

しました。 

 

     ７．自社開発・製造 新型ＮＣ装置「ＲＭ４ＲＰ」を採用。 

     自社開発・製造の新型ＮＣ装置「ＲＭ４ＲＰ」は、マニュアル動作の各ボタンをわかりやすく 

配置するなど、作業者にやさしい操作環境を提供します。 

     

●「ＬＰＭ３２５」の主な仕様 

  

            

            

              

       

●販売予定価格（税抜き）および生産目標台数 

       ・ＬＰＭ３２５ 標準価格     ３，７００万円〜 （税抜き） 

       ・ＬＰＭ３２５ 生産目標台数   ５０台／年 

 

 

      

： 250×250×250  ｍｍ 

： 120 ｋｇ 

： 500 W 

： 1630×2530×2020 ｍｍ (周辺機器含む) 

 

・最大造形物寸法（幅×奥行×高さ） 

・最大積載質量 

・レーザー最大出力 

・機械寸法 



 

 
 - 3/3 - 

 

 

●「ＬＰＭ３２５」の外観 

 

 

 

●問い合わせ先 

株式会社ソディック 営業推進部  ＴＥＬ：０４５－５３０－２００６ 

 以上 


